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運営主体 白石活性化委員会

構成集落 大川、中野、中谷、駄馬、桃の木、
竹ノ谷、二ツ家、重谷、大西

人口・世帯数 317人・158世帯（R7.3.31時点）

地域の自慢

 新荘川の源流域で綺麗な水と深い森に囲まれ
た自然豊かな集落で、四季折々の美しい景色が
魅力です。地元産の新鮮なお米や野菜が地域の
自慢で、人々の温かな交流と共に、今も大切に
守られています。

○ 地域のこれから 

○ 主な活動内容

○ 活動への思い

拠点施設
情報

白石地区集落活動拠点施設
（高岡郡津野町白石甲1421番地）
0889-56-3870

集落活動センターしらいし（津野町）

 センター開所当初から様々な地域資源を生かしたイベントなどを行って
おり、特産品づくりやカフェ、ピザ焼き体験などの磨き上げとともに、地
域の集いの場、地域外との交流など集落活動の更なる発展を目指していま
す。今後も「みんなが集い、笑い、ちょっと稼ぐ」賑やかな白石地区を目
指していきます。

 

＜ピザ焼き体験＞
 石窯は地域住民が手作りし、自然に囲
まれた環境で川のせせらぎを聞きながら
ピザ焼き体験ができます。予約制で学年
行事やグループに人気で、県外からの問
い合わせも多いです。生地伸ばしから焼
き上げまで体験でき、手作りトマトソー
スや季節の地元野菜を使ったトッピング
が特徴です。

 

＜しらいしカフェ＞
 毎月第4日曜日に開かれるしらいしカ
フェは、地域住民の交流と憩いの場とし
て定着し、地域外からの利用者も増えて
います。地域の食材を使った食事をみん
なで楽しみながら、気軽に会える大切な
集いの場となっています。

 

＜鶴松米（かくしょうまい）＞ 
 白石地区の農地を守るため、高齢化や
生活様式の変化で使われなくなった土地
を有効活用し、農作物の生産・販売に取
り組んでいます。代表的な「鶴松米」は、
鶴松ヶ森にちなんで命名され、清らかな
水で育てられ、香り高く美味しいと評判
です。
 

 地域の頼れる拠点としてにぎわいや楽しみ
を創出し、大学生との連携も進めながら活動
の輪を広げています。関係人口を増やしなが
ら、多くの白石ファンを獲得できるような活
動を行っています。 (松浦会長)


